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平成２３年度 生地小学校の教育 

 

Ⅰ 本校のあゆみ 

明治 ６年 ６月１１日 創校 田村文平氏宅において開校 精神小学校と称す 

明治  ９. ９ 

〃 ２０. ４ 

〃 ２５. ４ 

〃 ２８. ８ 

〃 ３１. ４ 

 

〃 ３８. ４ 

 

〃 ４１. ４ 

 

大正１３. ６ 

昭和１０. ４ 

 

〃 １６. ４ 

〃 １９. ４ 

〃 ２２. ４ 

〃 ２２.１０ 

〃 ２３.１１ 

〃 ２５. ４ 

 

〃 ２６.１０ 

〃 ２８.１１ 

〃 ２９. ４ 

 

 

〃 ３４.１０ 

〃 ３８. ６ 

 

〃 ４２. ５ 

 

〃 ４３. １ 

〃 ４３. ８ 

〃 ４５. ３ 

〃 ４７. ３ 

〃 ４７. ８ 

〃 ４９. １ 

〃 ５０.１０ 

〃 ５２. ３ 

 

〃 ５２. ７ 

〃 ５４.１０ 

〃 ５７  

旧生地町役場敷地へ移転 

簡易小学校と改称 

精神尋常小学校と改称（４年制） 

生地尋常小学校と改称 

高等科併設（２年制） 

生地尋常高等小学校と改称 

現敷地に新校舎建設落成 

４年制高等科併設 

６か年義務制実施 

高等科併設（２年制）  

創校５０周年記念式および学芸会、展覧会を挙行 

運動場拡張工事完成   

旧講堂新築落成 

生地町立生地国民学校と改称 

校歌制定作詞・作曲は高階哲夫氏 

生地町立生地小学校と改称 

父母と教師の会（ＰＴＡ）発足 

「生活カリキュラムの研究と学習指導」を主題に研究発表会 

児童数１０００名越える 

（児童数 1064 名 22 学級職員 28 名） 

優良子供銀行として知事表彰を受ける (２７年も同様の表彰) 

創校８０周年記念式挙行 

黒部市発足により黒部市立生地小学校となる 

気象クラブ全国表彰 

県特殊教育研究発表会開催 

優良子供銀行として、大蔵大臣賞、日銀総裁賞受賞 

創校９０周年記念式挙行   

校旗制定 校地内に幼児学級付設 

鉄筋校舎第１期工事完成  

同２期工事完成（４３年３月） 

交通安全優良団体として全国表彰を受ける 

日本ＰＴＡ全国協議会長より全国表彰を受ける 

鉄筋校舎第３期工事完成１１月記念行事を行う 

旧校舎の礎石に「精神校」と刻んだ記念碑を制定 

日本ＰＴＡ全国協議会長より全国表彰（団体）を受ける 

創校１００周年記念行事挙行 

教育機器を設置(ＰＴＡ寄付) 

県小教研指定研究発表会（音楽）開催 

放送施設充実（ＰＴＡ寄付） 

プール完成 

情操教育研究発表会開催（県教委委託・52～54） 

クライミングネット設置（ＰＴＡ寄付） 
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〃 ５８. ４ 

 

〃 ５９. ３ 

〃 ６０.１１ 

〃 ６２. ３ 

〃 ６３. ２ 

平成 元. ９ 

〃  ２. ８ 

      

〃  ２.１０ 

 

〃  ３. ８ 

  

〃  ４. ３ 

〃  ４. ４ 

〃  ６. ５ 

〃  ８. ８ 

〃  ９. ３ 

〃   ９.１１ 

〃 １１. １ 

〃 １１. ３ 

〃 １１. ８ 

〃 １２.１１ 

〃 １３. ３ 

〃 １３. ４ 

 

〃 １３. ８ 

 

〃 １４. ４ 

〃 １４. ６ 

〃 １５. ６ 

〃 １６.１０ 

〃 １６. ２ 

〃 １７. ２ 

〃 １８. ４ 

〃 １８.１１ 

 

〃 １９. ５ 

〃 ２２. ３ 

 

〃 ２２. ４ 

 

創意工夫育成功労学校表彰 

（科学技術庁長官賞受賞） 

生地幼稚園園舎取り壊し、跡地整理 

県小教研･黒部市指定研究発表会(特殊教育)開催(昭５９･６０) 

県ＰＴＡ連絡協議会指定研究発表会（昭６０・６１） 

新体育館（体育室・ランチルーム等）竣工 

グランドの整備 

校舎大規模改修工事 

根室市立花咲小学校へ親善訪問（一行 12 名） 

文部省むし歯予防推進指定校(昭 63～平 2) 

研究発表会開催 

校舎大規模改修工事（第２期） 

普通教室テレビ（１３台）を更新 

花壇（６面）の設置 

ボランティア活動推進校（平４～６） 

クライミングネット改修 

校舎屋上改修 

音楽室床張り替え 

大谷科学賞受賞 

正面玄関風除室の設置 

ジュニア環境賞受賞 

校舎２階３階ベランダ手摺り改修 

小学校教育研究会 県東部研究集会（家庭科）開催（平１１・１２） 

自噴泉「生地っ子しょうず」完成 

「生地っ子しょうず」通水 

ビオトープづくり始まる 

家庭室調理台更新 

普通教室にパソコン導入 

幼・保・小連携推進事業 

特別教室にパソコン導入 

創校１３０周年記念航空写真撮影 

学力向上フロンティアスクール指定発表（平１５・１６） 

校舎屋上手摺改修 

農機具庫改修 

校舎屋上に望遠鏡が設置される 

富山県教育委員会表彰（健康教育実践優良校） 

近視予防・努力校 

学童保育が開設される(体育室隣の会議室) 

新学習指導要領理科教育設備整備（補正予算） 

地デジ対応テレビ 10 台、パソコン 3台、電子黒板 1台導入 

とやま型学力向上プログラム実践研究事業 

＜生地っ子「学びのすすめ」のリーフレット作成(H23.2 月発行)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創校の精神…“心をひとつにあつめて” 

校章の由来 

 清き直き心を、日本の花を代表する「桜」に託し、中央に小学校の「小」

の字を力強くかたどり、周囲に生地の「生」の字を、一つの心としてつなぎ、

子どもたちが、たゆまぬ努力を続ける人間として成長することを願っている。 
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Ⅱ 学校教育目標 

 

育てたい児童像

本年度の重点目標
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・学習指導要領

・県指導の重点

・黒部市民憲章

・黒部市教育の方針 等

○児童の実態

・家庭の願い

・地域の願い

・教師の願い

創造性に富み、実践力のある人間性豊かな子どもの育成創造

自分の考えをもち、学び合う子どもの育成

　　◆学習の目当てを明確にもたせる工夫

　　◆友達の考えとかかわらせる場の工夫

　　◆学習したことを振り返らせる場の工夫

【研究主題】

学びをつくる子どもの具体像をえがき、自ら学ぼうとする子を育てる指導法

を工夫する。

①

②

③

様々な人と共に活動する機会を通して、自己有用感を高め、自他のよさに

気づき認める指導を工夫する。

保護者と連携して、よい生活習慣を身に付けさせるとともに、いのちのかけ

がえのなさに気づかせる活動を工夫する。
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Ⅲ １年の行事計画 

学

期

 

月 

儀式的           

行事 

文化的行事 

健康安全・                                 

体育的行事 

遠足・集団                     

宿泊的行事 

勤労生産・                            

奉仕的行事 

    4 

始業式 

離任式 

着任式  

入学式 

学力調査 

学習公開 

１年生歓迎集会 

全国学力調査 

（６年：延期） 

身体計測・視力検査 

交通安全教室(１年) 

眼科検診、聴力検査 

歯科検診、内科検診 

耳鼻科検診 

春の遠足 

（１～６年） 

教材園・花壇の除草

と畝作り 

5 

    市連合体育大会 

自転車安全教室 

ぎょう虫検査、尿検査                        

避難訓練 

  教材園・花壇 の植え

付け 

6 

創校記念日 

 （6 月 11 日） 

学習公開 心臓検診(1 年) 

日脳予防接種 

プール開き 

給食試食会                

（１年保護者） 

宿泊学習  

（５年） 

 プール掃除 

ⅠⅠⅠⅠ    

7 

終業式 漢字算数大会   宿泊学習  

（６年） 

床みがき・大掃除 

地域清掃奉仕活動 

8     校内水泳記録会   花壇の世話 

9 

始業式 夏休み作品展 

市発明くふう展 

市童話大会 

身体計測・視力検査 

大運動会 

  秋植え作物の植 

10 

  市科学作品展 

読書週間 

校内美術展 

市音楽会 

チャレンジテスト週間 

中距離走記録会 

二種混合予防接種                   

(6 年) 

避難訓練 

    

11 

  学習公開 

市幼小中美術展 

校内美術展  

就学時健康診断   ストーブ取り付け 

潮風ｾﾝﾀｰ交流 

ⅡⅡⅡⅡ    

12 終業式 個別懇談会     床みがき・大掃除 

1 

始業式 書き初め大会 

給食週間 

身体計測     

2 

   学習公開 

チャレンジテスト週間 

校内なわとび大会                      

避難訓練 

    

ⅢⅢⅢⅢ    

3 

卒 業 証 書 授

与式 

修了式 

６年生を送る会 

集会の歌発表会 

     床みがき・大掃除 

ストーブ片付け 

《その他の関連行事》 

  ○ 地域行事への参加  

  生地まち歩き わんぱく相撲大会 ゑびす祭り たいまつ祭り 敬老会  

  公民館フェスティバル 水の少年団活動  等 

 ○ ＰＴＡ行事への参加  

  学年親子活動 愛校ボランティア 親子奉仕活動  親子夏のつどい等  
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Ⅳ 児童と職員 

アクションプランⅠ ☆家庭学習にかかわる自己評価の総計 80％達成 

アクションプラン２ ☆あいさつにかかわる自己評価の総計 80％達成 

アクションプラン３ ☆体力つくりにかかわる自己評価の総計 80％達成 

 

Ⅴ 児童と職員   

１１１１    学級編成学級編成学級編成学級編成とととと児童数児童数児童数児童数            平成２３年５月１日現在 

児童数 

 

学 級 

男子 女子 計 

担 任 

 

１年１組 13 17 30 三 谷 朝 子  

２年１組 12 8 20 川 口 絹 代  

２年２組 10 8 18 草 野 桂 子  

３年１組 12 13 25 目 澤   仁  

４年１組 15 6 21 中 山 勤 子  

４年２組 16 4 20 板 井 優 哉  

５年１組 14 21 35 矢 木 浩 樹  

６年１組 15 17 32 能 澤 陽 子  

なかよし 1 0 1 清 水 龍 郎  

    

合計 108 94 202     

    

２２２２    町内別児童数町内別児童数町内別児童数町内別児童数 

   

町 内 児童数      

神 明 町 74      

上  町 19      

四十物町 26      

大  町 10      

宮 川 町 44      

阿弥陀堂 8      

芦  崎 21      

合計 202      
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３３３３    職員一覧職員一覧職員一覧職員一覧          

職 名 氏    名 主 な 校 務    

校 長 中   義 文  総  括    

教 頭 柴 垣   護  総  務    

教 諭 中 山 勤 子 生徒指導主事    

教 諭 清 水 龍 郎 情報主任    

教 諭 目 澤   仁 保健主事    

教 諭 三 谷 朝 子 研究主任    

教 諭 茶 谷   渉 教務主任,特支ｺ    

教 諭 川 口 絹 代 図書館教育    

教 諭 能 澤 陽 子 児童会    

教  諭 草 野 桂 子 給食主任    

教  諭 矢 木 浩 樹 体育主任    

養護教諭 能 島 優 里  保健安全指導    

講 師 板 井 優 哉 環境教育    

講 師 松 崎 多佳子 少人数指導    

主 任 大川原 智恵子  庶務・財務    

校務助手 川 端 浩 子 環境整備    

臨校務助手 米 丘 うら子 給  食    
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Ⅵ 学校の１日 

 

月 火 水 木 金

読書 体力つくり 読書 基礎学習 体力つくり

 

チャレンジ

タイム

チャレンジ

タイム

（委員会・

クラブ）

　

帰 り の 会15:30～15:45

　　　　　　　　　　※上学年の場合

５　校　時

清　　　掃

６　校　時

１　校　時

３　校　時

　　　　　曜日

  時刻

10:20～10:40

10:45～11:30

生地っ子タイム

朝の会 8:10～ 8:25

 8:45～ 9:30

 9:35～10:20

 8:25～ 8:40

14:45～15:30

11:35～12:20

12:20～13:30

13:35～13:50

13:55～14:40

４　校　時

給食・歯みがき・休憩

２　校　時

大　休　憩

○　月・水曜の生地っ子タイムに読書の時間を設定し、読書への意欲

　　 を高める。

○　木曜の朝１５分間を基礎学習に充て、基礎・基本の定着を図る。

　 　また、火・金曜は体力つくりに充てる。これらは、状況に応じて設

     定を変えるなど、弾力的に運用する。

○　１・２限、３・４限、５・６限の間を５分間とし、２限続きの学習など活

　　 動内容に合わせて、柔軟に活用できるようにする。

○　２・３限の間に２０分間の大休憩をとり、児童の自由な遊びを推進

　　 するとともに、良好な人間関係をはぐくむ機会とする。

○　月・金曜の６限をチャレンジタイムとし、補充学習や自発的な学習

 　　を行う時間とする。

校時運行の工夫


